
令和元年６月１５日から、ドライバ・ーが

荷役作業や附帯業務を行った場合当該作業は、
ー
　　

「乗務記録」※の記載対象となります。
※「乗務記録」は法令に基づきトラック運送事業者が記録及び保存することが義務付けられてし、るものです。
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出典：「トラック輸送状況の実態調査結果」

　　

（国土交通省：平成２７年調査）
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荷主との契約書に、実施した荷役作業
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等が全て明記されている場合は、荷役作
業等に要した時間の合計が１時間以上と ／

なった場合が対象となります。
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トラック運送業界では、ドライバ■の長時間労働の是正が喫緊の

　　

を実施した場合も乗務記録の記載対象として追加するものです（荷

課題ですが、長時間の荷待時間の発生に加え、荷主との契約に定

　　

特については、平成２９年７月に既に記載対象となっています）。
めがない荷役作業等の発生により当初の運行計画が崩れることが、

　　

国土交通省では、今回の一部改正により、より詳細に荷役作業

ドライバーの拘束時間に関する基準を超過する状況を招き、］ンブ

　　

等の実態を把握することで、トラック運送事業者と荷主の協力によ

ライアンスを確保した運行を妨１ずる一因となっています。

　　　　　　

る改善への取組みを一層促進するとともに、国としても、トラック運

　

こうした状況を踏まえ、国土交通省では「貨物自動車運送事業輸

　　

送事業者やトラックドライバーに対して過度な要求をし、長時間労

送安全規則」を改正しました（令和元年５月１０日：公布、同年６

　　

働を生じさせている荷主に勧告等を行うにあたっての判断材料とし

月１５日：施行）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ます。

　

この省令改正は、トラックドライバーが車両総重量８トン以上ま

　　　

荷役作業等の負担を軽減し、トラックドライバーの労働環境を改

たは最大積載量５トン以上のトラックに乗務した場合に、集貨地点

　　

善するためにも、記録対象となる荷役作業等が発生した場合は必ず

等で積込み若しくは取卸し又は附帯業務（以下「荷役作業等ョという。）・ 「乗務記録」に記載し、最低１年間は保存してください。

も国土交通省

＠ 珍 鞘訟トラック協会

　

全国貨物自動車運送適正化事業実施機関
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パターン例（サンプルＡ）

８：４５

９：００

９：２０ ～９：４０

１０＝００ ～

　

ｌｏ

１０：３０～１１
１１：３０

３０

３０

集貨地点に到着
到着時間の指定時刻
（荷主都合の待機：２０分）
附帯業務①（荷造り）
（荷主都合の待機：２０分）
附帯業務②（ラベル貼り）
積込み
出発

→２０分

→３０分

→６０分

間・荷役作業等の記録義務付け（貨物自動車運送事業輸送安全規則の改正）に伴う
乗務記録付票［記載例］繍…鴎…釘醐謝勉脈．

パタ．ン例（サンプルＢ）

１５：４５

１６：００

１６：４０ ～１７：○０

１７：２０ ～１７：５０
１７：５０

荷卸し地点に到着
到着時間の指定時刻
（荷主都合の待機：４０分）
取卸し
（荷主都合の待機：２０分）
附帯業務（棚入れ）
出発

→２０分

→３０分

※荷役作業等が契約書に明記されていても、合計で１時間以上（１１０分〕となるため記載要件に該当します。

荷待時間・荷役作業等記録票（例）
荷主名：株式会社００ 車両番号＝○

　

０

　

０

　

〇

日付 担当ドライバー 集貨地点等 到着時刻 劉潜時間の
指定時刻

０／△ ｏｏ

　

ｏｏ ００物流センター

　　　

８：４５ ９：００

ヨ．００‐一９・２０
９・４０～ｌｏ：００

９・２０～９．４０
１０・００～１０・３０ １０：３０～１１

　

３０

　　　　　

１１‐３０

契約出に荷役作業等の内容の

　

全てが明記されてし、ても、
合計時間が１時間以上となる場合

氷別途デジタ］など他の方法で記録・保存している場合においては、当該項目につし、ては記載不要ですｃ
ぎ契約書に実施した荷役作業等の全てが明記されてし、る場合は、所要時間が１時間未満であれば荷役作
業等につし、ての記載は不要です。
※「（発・着）荷主側担当者確認欄」には、発地におし、ては荷主側の荷出しの担当者等の、着地におし、
ては荷受けの担当者等の、サイン等を記入してくださし、。

１記入見本」
荷待時間・荷役作業等記録票（例）

荷主名：株式会社●●

　　

車両番号：・ ． ・ ●

日付 担当ドライバー 集貨地点等 到着時刻 到着時間の
指定時刻

・／▲ ．・ ・． ．●物流センター １５：４５ １６：００

開始・終了時刻 荷待時間 開始・終了時刻 冨．終無常 出発時刻

１６：００～１６：４０
１７：００～１７・２０ ６０分 １７：２０～１７：５０ １６：４０～１７．００ 「７：５０

１，積込み〔手１荷役・機械間役｝

　

２，取印し（手嶺役
．同

　

り

　

４，仕分

　

５．検収・検品

　

６，損持ち

　

７

　　　

９，ラベル貼り

　

１０，はし、作隻

　

１１，その他

※別途デジタコなど他の方法で記録・保存している場合におし、ては、
当該項目につし、ては記載不要です。

　　　

荷主側の確認が

　

得られなかった場合や、
担当者が不在の場合は、該当する
獅に「／」を記蔵して

　　

くださし、
所要時間が「時間未満であれば荷役作業等についての記載は不要です。
※「（発・着）荷主側担当者確認欄」には、発地においては荷主側の荷出しの担当者等の、着地におい
ては荷受けの担当者等の、サイン等を記入してください。
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荷主の理解・協力を得て、トラックドライバーの働き方改革・
法令遵守を進められるようにするための改正が行われました

　

トラック運送事業ではドライバー不足が深亥靴化しており、我が国の国民生活や産業活動を支える物
流機能が滞ることのないようにするためには、ドライバーの長時間労働の是正等の働き方改革を進め、
コンプライアンスが確保できるようにする必要があります。

　

そのためには、荷主や配送先の都合による長時間の荷待ち時間や、ドライバーが労働時間のルールを

遵守できないような運送の依頼等を発生させないことが重要であり、荷主の理解と協力が必要不可欠
で す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※「荷主」には着荷主や元請事業者も含まれます。

■改正事項 １
ト本年夏頃から施行予定１

①荷主の配慮義務が新設されます
●荷主は、トラック運送事業者が法令を遵守して事業を遂行できるよう、必要な配慮をしなけれ

　

ばならないこととする責務規定が新設されます。

②荷主への勧告制度が拡充されます
●荷主勧告制度の対象に、貨物軽自動車運送事業者が追加されます。
●荷主に対して勧告を行った場合には、その旨を公表することが法律に明記されました。

③違反原因行為をしている疑いがある荷主に対して、国土交通大臣が働きかけ
等 を 行 い ま す

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（令和５年度末までの時ほ殿音置）

●国土交通大臣は、「違反原因行為」※（トラック運送事業者の法令違反の原因となるおそれのある行為）
をしている疑いのある荷主に対して、関係省庁と連携して、トラック運送事業者のコンプライア

　

ンス確保には荷主の配慮が重要であることについて理解を求める「働きかけ」を行います。
●荷主が違反原因行為をしていることを疑うに足りる相当な
理由がある場合等には、「要請」や「勧告・公表」を行います。

違反原因行為を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

荷主がしている疑し、が

●トラック運送事業者に対する荷主の行為が独占禁止法違反

　　　

ぁると認める場合

の疑いがある場合には、「公正取引委員会に通知」します。

※違反原因行為の例
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適切な連行では間に合わない

　　

積込み直前に
荷待ち時間が恒常的に発生

　　　

到着時間の指定

　　　　　　　　

貨物量を増やすよう指示

一過労運転防止義務違反

　

一最高速度違反を招く

　　

過積載連行を招くおそれ
を招くおそれ

　　　　　　　

おそれ
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●トラック運送事業ではドライバー不足が深刻化しています。
●我が国の国民生活や産業活動を支える物流機能が滞ることのないよう、荷主側の理解

　

と協力の下で、ドライバーの労働条件の改善等の働き方改革を進める必要があります。
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（出典）トラック輸送状況の実態調査（平成２７年）
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（出典）トラック輸送状況の実態調査（平成２７年）
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平成２９年７月１日から、

「１
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荷主都合３０分以上の荷待ちは
「乗務記録」の記載対象です。
総…－講読競う／－ドラドキー力まＬ１一顔『奇術－差さＴ」三猫静 粛諺
霞灘喜義辞泰三－
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Ｔ運行あたりの荷
出典ゴトラック輸送状況の実態調査結剰

　　

（国土交通省、平成２７年調査）

※デジタコなど他の方法で
記録している場合は記載
不要です。
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トラックドライバーの長時間労働の要因の一つとなってし、る荷待

ち時間。これを削減するためには、トラックドライバーの乗務実

態を把握する必要があります。そこで、国土交通省では「貨物

自動車運送事業輸送安全規則の一部を改正する省令」を平成

２９年５月３１日に公布、２９年７月１日に施行しました。この省令は、
トラックドライバーが車両総重量８トン以上または最大積載量５ト

ン以上のトラックに乗務した場合、荷主の都合により、３０分以

上待機したときは「集貨地点等、集貨地点等への到着・出発日時、
荷積み・荷卸しの開始・終了日時」などを乗務記録の記載対象

として追加するものです。

国土交通省では、今回の一部改正により、荷待ち時間等の実態

を把握することで、トラック運送事業者と荷主の協力による改善

への取り組みを促進するとともに、国としても、トラック運送事

業者やトラックドライバーに対して過度な要求をし、長し、荷待ち

時間や長時間労働を生じさせてし、る荷主に勧告等を行うにあたっ

ての判断材料とします。

ムダな荷待ち時間を減らし、トラックドライバーの労働環境を改

善するためにも、荷主都合による荷待ち時間が３０分以上あった

場合は必ず「乗務記録」に記載し、最低１年間は保存してください。
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鍾ゆ窒鰍トラック協会 全国貨物自動車運送適正化事業実施機関
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荷待ち時間等の記録義務付け
業
　　

（貨物自動車運送事業輸送安全規則の一部改正）にともなう

乗務記録付票［記載例］

集貨・荷卸しのパターン例

① 集貨地点等に到着（乗務記録記載）

　

→②－１

　　

荷待ち待機

　

（２０分：荷主都合）

　

→③－１

　

附帯業務

　

（２０分：本来業務）

　

→②－２

　　

再荷待ち待機 （２０分：荷主都合）

　

→③‐２

　　

附帯業務

　

（３０分：荷主都合）

　

→④

　　

荷積み

　　

（６０分：本来業務）

⑤ 集貨地点等を出発（乗務記録記載）

しのパターン例（サンプル）

　
　

　　　

　 　

　　　

　

　

　
ノ

　　　

こノもなにカンタン，
集貨地点等と隠碧劇を書き込むだけ！
記入見本のように、集貨地点等への劉
蒲時刻、荷待ち待鐙の開始・終了時刻、
附帯業務の開始・終了時刻、荷積み・
荷卸しの開始・終了時刻などの必要事
項をＬ鴫Ｕ」くださし、。言調屍用紙は、必要

＼な項目が記載されていれば、各事業者
＼

　

で作成した様式で構し、ません。

　

／

　
乗

※ 上記の場合、（②－１）十（①－２）＝待機時間４０分

　　　　　　　　

、、－ －－－

　

「乗務記録記載要件［荷主都合による（荷待ち待機時間３０分以上｝］に合致」

１面家扇町

　　

荷待ち時間記録（例） （平成２９年７月１２日）

※ 車両総重量８ｔ以上又は最大積載量５ｔ以上の車両が対象

　

Ｇ
、
積 些⑨

　　　　　　

車両番号；（

　　　　　　　　　

）
集貨地点等（

　

荷積み地／荷卸し地／附帯業務実施地

　

）＝（

　

０（食品…ココ物流センター

　

）

　　　

荷主指定の到着時刻（有る場合）

　

１１ 集貨地点等への到着時刻 １
１

　　　　　　　　　　　　　　

１ １

　　　　　　　　　　　　　　

１

１

　　　　　　　　　　　　　　　　

１ １

　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　

９

　

時

　

００

　

分

　　　　　　　　　　　

８

　

時 ００

　

分

懲ｉＥ
荷扇ぎキ摺り Ｈ荷主都合１ｒ テデ時間１

　　　　　　

９：２０

　

～

　　

９：４０　　 　　　　　

　

　 　　　　
④－
荷キ孝幸誓ｉ時刻甚 鷺豊富富麗

⑤－
集貨地点等からの出発時刻

１

　　　　　

１１

　

時 ３０

　

分

１

　

集貨地点等に到着した時刻（荷主から指定された場合

　

は当該時刻）から出発した時刻までに、荷主の都合に

　

より待機した時間の合計が３０分未満の場合は記録不

　

要です。

２

　

また、必要事項をデジタコなど他の方法で記録して

　

いる場合は記載不要です。
３

　

現在使用中の「乗務記録」に記載する方法もあります。

※この事例・様式は、見本として示したものです。



国土交通省

輸送・荷待ち・荷役などに関する輸送実態把握のための意見等の募集について

国土交通省では、貨物自動車運送事業者及び荷主のみなさまに対して、これまで、「標準運送約

款の改正」、「適正取引の推進」、「荷主勧告制度」等を周知してきました。
これらの取組みに関するご認識Ｊ浸透度、実施状況等の実態把握を行うため、輸送・荷待ち・荷

役などに関する意見等の募集窓口を設置致します。

意見等の募集窓口

長時間の荷待ちや契約に含まれない附帯業務（追加業務）など、コンプライアンス確保に影響しう

る輸送に関する情報をお持ちの場合、三差へ情報をお寄せくださし、。

トラック輸送の実態調査Ｗｅｂアンケート調査

アンケート調査のご案内（表題＝「トラック輸送実態の調査」ご協力のお願い）をご覧になられたみ
なさまは、こちらからお進みください。
１．運送委託者（荷キ企業）用アンケート

２．元請運送事業者用アンケート

３．実運送事業者用アンケート

※運送事業者の方は、貨物輸送トン数の５０％以上（半数以上）が元請けの場合は、「２．元請け

運送事業者用アンケート」でお答え下さい。貨物輸送トン数の５０％未満が元請けの場合は、
「３．実運送事業者用アンケート」でお答え下さい。

〈参考〉
○標準貨物自動車運送約款等の改正について

○トラック輸送における適正取引推進の推進について

○荷主勧告制度について

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ⑥２００８ＭＬＩＴＪａｐａｎ．ＡＩＩＲｉｇｈｔｓＲｅｓｅ～ｅｄ．




